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令和５年度「⼤学院修了⽣の動向に関する調査」集計結果 
 
◇調 査 概 要 
 調 査 期 間  令和５年１１⽉２２⽇ 〜 令和５年１２⽉３１⽇ 
 調 査 ⽅ 法  記名形式により Web アンケート 
 調査依頼者  １４５名 
 回収数（率）  ６３件 （４３.４％） 
 

 
１．⼊学時年齢 

 
 

 
２．在籍期間 

 
 

 

３．⻑期履修制度の利⽤状況 
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⻑期履修制度
の利⽤状況

あり なし
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４．休学の有無 

 
 

 

 

５．⼤学院修了コース 

 
 

 

 

６．現在の居住地域 
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修⼠論⽂ ⾼度実践
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現在の居住地域

１） 北海道 ２） 東北 ３） 関東
４） 中部 ５） 近畿 ６） 中国
７） 四国 ８） 九州・沖縄 ９） 海外
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７．道内の居住地域 

 
 

 

８．現在の就業状況 

 
 
 
９．看護師を選択した⽅（32 ⼈） 

 

1 9 2 46 3
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道内の居住地域

空知総合振興局 ⽯狩振興局 後志総合振興局
胆振総合振興局 ⽇⾼振興局 渡島総合振興局
上川総合振興局 檜⼭振興局 留萌振興局
宗⾕総合振興局 オホーツク総合振興局 ⼗勝総合振興局
釧路総合振興局 根室振興局
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勤務先の職種

看護師職 保健師職 助産師職 教員 その他 就職活動中 無職
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看護師 職位

理事・副院⻑ 看護副部⻑ 副看護部⻑

看護師⻑ 看護係⻑ 科⻑

副看護師⻑ 看護師 訪問看護ステーション所⻑
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10．教員を選択した⽅（17 ⼈） 

 
 

 

11．⼤学院修⼠課程へ進学をした理由（複数回答：63 ⼈中） 

 
 

 

12．進学理由の⾃⼰研鑽を選択された⽅の⽬的（複数回答：61 ⼈中） 
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教員 職位

⼤学⻑ ⼤学教授 ⼤学准教授
⼤学講師（専任） ⼤学助教 ⼤学助⼿
⾮常勤講師 看護学校等の専任講師 その他
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⾃⼰研鑽の理由
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13．進学理由のキャリア再考を選択された⽅の理由（複数回答：22 ⼈中） 
 

 
 
−その他（内訳）− 

・⼤学の教員になるため（もともと看護専⾨学校の教員でした） 
・看護の質向上のため 
・指導教授の勧め 
・経営者を⽬指す 
・看護師が医療現場で⾳楽療法実践 
・未回答 

 

 

14．⼤学院を修了して役⽴ったこと（複数回答：63 ⼈中） 
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職務上必要だったため

管理者を⽬指す

看護教員を⽬指す

専⾨看護師を⽬指す
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留学した
根拠に基づく分析的・科学的な専⾨的看護を実践…

学際的チームに参加・協働・連携している
希望した職位につけた

給与・⼿当に反映された
博⼠課程の進学につながった

昇進するのに役⽴った
希望した職業につけた

豊かな⼈間性が⾝についた
看護ケアの質の向上を図るため、医療チームの⼀…

専⾨的な看護実践能⼒の向上
研究活動が充実した
問題解決能⼒の向上

論理的思考能⼒の向上
研究能⼒の向上

修了して役⽴ったこと
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15．⼤学院修了が役⽴ったと判断する希望した職業（複数回答：12 ⼈中） 
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